
グリーンアジア国際戦略総合特区（国際戦略総合特区）

１  グリーンアジア国際戦略総合特区とは

グリーンアジア国際戦略総合特区とは、平成22年６月に閣議決定された新成長戦略

における７つの戦略分野のうち、「グリーン・イノベーション」と「アジア経済戦略」

を対象に、福岡県と北九州市、福岡市の３者が一体となり、アジアの活力を取り込み、

環境を軸にアジアから世界に展開する産業拠点を構築し、アジアとともに成長するこ

とを目指す取組みです。

２  本地域のポテンシャル・本気度と特区の目標

本特区では、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生か

し、以下の４つの柱に沿って事業を展開します。

４  特区での主な取組み

５ 推進体制

６  国際戦略総合特区指定

グリーンアジア国際戦略総合特区は、平成23年12月に国の総合特別区域（総合特区）

制度の「国際戦略総合特区」に指定され、国から税制面、財政面などで総合的な支援を

受けることができるほか、地域独自の支援策として、福岡県企業立地促進交付金の５％

上乗せや不動産取得税の免除などがあります。

【福岡県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ／福岡県企業立地情報ｻｲﾄ‐「福岡県企業立地のご案内2012」ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより】

日本のグリーン
イノベーション
を先導

・環境問題への長年の取組み
・世界的競争力をもつ産業集積
・アジアとの緊密なネットワーク

・地域独自の支援措置を実施
・産学官が一丸となって推進

本地域の本気度本地域のポテンシャル

・アジアの活力を取り込み、アジアから世界に向けて展開し、アジアと共に成長

・環境を軸とした産業の年間売上高を大幅に拡大

約０．２兆円（平成22年12月現在）  約５．２兆円（平成32年12月）

特区の目標

３  ４つの柱で特区構想を実現

Ⅰ  都市環境インフラのパッケージ化によるアジア展開

Ⅱ  環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築

Ⅲ  資源リサイクル等に関する次世代拠点の形成

Ⅳ  アジアとのシームレスなビジネス環境の実現

下支え

九州経済連合会、福岡経済同友会、福岡・北九州商工会議所などの地元経済界、九州

大学、九州工業大学、北九州市立大学、早稲田大学などの大学・研究機関、9部会300社

を超える民間企業等が地域協議会に参加し、地域一丸となって推進しています。

詳細はこちら⇒グリーンアジア国際戦略総合特区

http://greenasia.jp/
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